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意見聴取会

討論型世論調査

マスコミ等の
世論調査

パブリックコメント

団体等の提言

・意見表明及びアンケートにおける各
シナリオ支持の分布

・意見表明、アンケートにおける指摘

・全国電話調査の結果
・討論参加者の支持率の変化の動向
・支持シナリオの背景や理由の分析

・支持率の違い

・支持シナリオの分布
・提言の内容・指摘事項

支持率集計

国民的議論をどう集計・整理すべきか

論点整理政府協力の
説明会

・アンケートの結果
・提言の内容
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シナリオの選択 ３つの重要な選択 それぞれの意見の拠って立つ理由、否定する理由 その他

①0シナリオ

①‐1 即原発ゼロ

①‐2 段階的に原発
ゼロ

②15シナリオ

②‐1 原発ゼロへの
一里塚

②‐2 見極め、検証

②‘‐1 原発ゼロへの
一里塚

②‘‐2 見極め、検証

注）0％以上15％未満の

原発比率支持の意見を
②‘とする

③20～25シナリオ

③‐1 20～25

③‐2 25以上（徹底し
た経済重視）

●原子力について

①原発は不要

②原発の要否については検
証・見極めが必要

③原発は必要

●再生可能エネルギー・
省エネについて

④‐1  コストがかかっても拡大、
‐2そんなにコストをかけなく
ても、もっと拡大できる

⑤コストを検証しながら拡大

⑥拡大には限度がある

●核燃料サイクルについて

⑦使用済核燃料、放射性
廃棄物の処理の道筋が見え
ない

⑧直接処分に転換する

⑨現状の再処理政策を推進する

●その他

①意思決定に
もっと時間を
かけるべき

②国民的議論の
進め方を見直
すべき

③電力システム
改革を推進
するべき

④電力システム
改革に反対

●原子力の安全確保と将来リスクの低減

①原子力安全に不安、事故原因・影響も不明、
健康被害もある

②核廃棄物は将来世代に負担を残す
③原子力開発は倫理的に適切ではない

④今脱原発か推進かを決められない、決めるべきでない

⑤安全対策を強化することで、リスクを最少化できる
⑥時間とコストがかかる廃炉を着実に進めることが重要
⑦安全を担う人材と技術が必要である
⑧原子力平和利用国としての責務を果たすべき
⑨国家安全保障のため核関連技術を保有すべき
⑩原発の不良債権化や立地地域への影響を懸念

●エネルギー安全保障の強化

⑪再生可能エネルギーや新エネ開発こそ急ぐべき

⑫国際エネルギー情勢を注視し、いずれにも偏らず多様化を進
めるべき

⑬化石燃料の、調達源の多様化、戦略的活用が重要
⑭非化石電源である原子力発電が重要
⑮電力の安定供給のためには原子力発電が必要

●地球温暖化問題の解決
⑯温暖化対策にもっと積極的に取り組むべき

⑰温暖化対策は他国の動向を見極めつつ推進すべき

⑱温暖化対策は国外での実施に貢献すべき
⑲温暖化対策は重視する必要ない
⑳温暖化はしていない

●コストの抑制、空洞化防止

㉑新産業や雇用創出の好機である。

㉒経済への影響を見極めながら、エネルギーシフトすべき
㉓コストがあがり、経済に影響が出て、雇用が失われる

㉔エネルギー多消費産業の構造転換が必要となる。 2



支持率集計について（中間集計）
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※うち、
5～10％が
16％
30％以上が
20％

５１％

３０％

１６％
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媒体 NHK 朝日新聞 読売
新聞

日本テレビ 朝日新聞 共同通信 毎日新聞 読売新聞 ＮＨＫ 日本テレビ 日経新聞 NHK
スペシャル

朝日

小中学生
新聞

討論型世論調査 意見聴取会
（11会場分）

パブ
コメ

調査
期間

7/6~8 7/7~8 7/13~15 7/20~22 8/4,5 8/11,12 8/11,12 8/11,12 8/10~12 8/17~19 不明
(6/25報道)

7/14
放映

8/2~6 8/4,5 7/14~8/4 7/2~8/12

質
問

Q.東日本

大震災の
前の年に
は、国内
の電力の
およそ２
６％をま
かなって
いた原子
力発電に
ついて、
18年後の
2030年の
時点で望
ましいと考
える割合
を、政府
が示して
いる３つ
の選択肢
の中から
選んで下
さい。

Q.野田内

閣は,2030
年に占め
る原発の
割合につ
いて、
「0%」、
「15%」、
「20から
25%」の三
つの選択
肢を示し
ました、あ
なたは、
三つの選
択肢のう
ちどれが
望ましいと
思います
か。

Q.2030年
時点の原
子力発電
の割合に
ついて政
府が検討
する3案の

うち、あな
たの考え
に最も近
いものを１
つ選んで
下さい。

Q.野田内

閣は、１８
年後の２０
３０年に、
原子力、
太陽光、
風力、火
力発電な
どで、どの
程度の電
力を賄う
かの指針
を定める
長期計画
の見直し
を進めて
います。１
８年後の２
０３０年に
向けて行
う計画とし
て、次の３
つの計画
案のうち、
どれを支
持します
か？

Q.野田内
閣は,2030
年に占め
る原発の
割合につ
いて、
「0%」、
「15%」、
「20から
25%」の三
つの選択
肢を示し
ました、あ
なたは、
三つの選
択肢のう
ちどれが
望ましいと
思います
か。

Q.政府の
エネル
ギー・環
境会議は
2030年の
原発比率
（総発電
量に占め
る割合）を
「0%」、
「15%」、
「20~25%」
の三つの
選択肢を
示してい
ます。あな
たの考え
は三つの
案のうち、
どれに最
も近いで
すか。

Q.国内電

力に占め
る原子力
発電の割
合は、大
震災前の
２０１０年
度は26％
でした。
政府は
2030年時
点での原
発の割合
について、
主に三つ
の選択肢
を示して
います。あ
なたはど
れが望ま
しいと思
いますか。

Q.2030年
時点の原
子力発電
の割合に
ついて政
府が検討
する3案の

うち、あな
たの考え
に最も近
いものを１
つ選んで
下さい。

Q.東日本
大震災の
前の年に
は、国内
の電力の
およそ２
６％をま
かなって
いた原子
力発電に
ついて、１
８年後の
2030年の
時点で望
ましいと考
える割合
を、政府
が示して
いる３つ
の選択肢
の中から
選んで下
さい。

Q.野田内
閣は、１８
年後の
2030年に、
原子力、
太陽光、
風力、火
力発電な
どで、どの
程度の電
力を賄う
かの指針
を定める
長期計画
の見直し
を進めて
います。
18年後の
2030年に
向けて行
う計画とし
て、次の３
つの計画
案のうち、
どれを支
持します
か？

Q.日本の

総発電
量に占
める原
発の比
率は
2030年
時点で
どの程
度が最
適だと思
います
か。

Q.2030年
の時点で
望ましい
と考える
原発の割
合を、政
府が示し
ている３
つの選択
肢の中か
ら選んで
ください。

Q.みなさ

んはど
のシナ
リオを
選びま
すか？

電
話
調
査
（
回
答
者
）

電
話
調
査
（討
論
参
加
者
）(

Ｔ
１)

討
論
前
調
査(
Ｔ
２)

討
論
後
調
査(

Ｔ
３)

意
見
表
明
申
込
者
（
福
島
分
除
く
）

会
場
ア
ン
ケ
ー
ト
（
福
島
分
含
む
）

集
計
経
過
（
約
７
０
０
０
件
）

回
答

４４％

３５％

１７％

４％

５３％

３７％

９％
１％

２８％

１６％

１２％

４４％

３４％

１８％

１４％

３４％

４２％

１８％

１５％

２５％

４７％

１６％

１３％

２４％

６８％

１１％

１６％

５％

３５％

２％
６％

５７％

９０％

１％
３％
６％

※うち、
即ゼロが
８０％

投票型 討論型 提案型無作為抽出
政府

凡例
０％

１５％
２０～２５％
その他

285人

6849人
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論点集計について（中間的整理）

論点１：再エネ、省エネは化石や原発よりも安くなるのか。その実現は
いつごろか。

論点２：産業の空洞化が進むのではないか。
論点３：安全を担う人材が減少し、廃炉事業などは進められるのか。

論点４：再生可能エネルギーや省エネが停滞したり、化石燃料価格高騰が
起きた場合に、安定供給が確保できない。

論点５：原発関連施設の立地地域に影響があるのではないか。
原発関連施設が不良資産化することにどう対応するか。

ゼロシナリオに対して提起される論点

論点８：安全規制で原発事故の再発を防げるのか。

論点９：健康被害や除染などのコストを考えると、原子力はもっと割高にな
る。原発を使えば使うほど国民の経済的な負担も増えるのではない
か。

論点１０：使用済燃料をどう処理するのか目途が立っていない中で、これを
増加させてはいけない。

論点１１：原発で事故がおきたり、原発への国民の信認が低下した場合、エ
ネルギー不足が起こる。安定供給の面でもリスクが高い。

２０－２５シナリオに対して提起される論点

論点６：原発ゼロに向けた一里塚のシナリオという考え方なのか、検証を行
いながら原発を減らしていくという考え方なのか。

論点７：検証の場が大事になるが国民参加のどのような場を設けるのか。

１５シナリオに対して提起される論点

・再エネや省エネの拡大には限度がある

・再生可能エネルギーや新エネ開発、省エネこそ急ぐべき
・新産業や雇用創出の好機である
・エネルギー多消費産業の構造転換が必要となる

国民から寄せられる様々なご意見

・経済への影響を見極めながら、エネルギーシフトすべき
・コストがあがり、経済に影響が出て、雇用が失われる

・安全対策を強化することで、リスクを最少化できる
・安全を担う人材と技術が必要である
・原子力平和利用国としての責務を果たすべき

・国家安全保障のため核関連技術を保有すべき

・国際エネルギー情勢を注視し、
いずれにも偏らず多様化を進めるべき

・化石燃料の、調達源の多様化、戦略的活用が重要
・非化石電源である原子力発電が重要
・電力の安定供給のためには原子力発電が必要

・原発の不良債権化や立地地域への影響を懸念Ｃｖ

・原子力安全に不安、事故原因・影響も不明、健康被害もある
・原子力開発は倫理的に適切ではない

・原発は安い電力ではない
・原発がなくても電気は足りている

・核廃棄物は将来世代に負担を残す
・使用済み核燃料の処理の道筋が見えない

Ｃｖ
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